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阿部　るり

はじめに
　9.11以降、中東やイスラーム世界への関心が高まっている。書店にはイス

ラーム関連の書籍が並び、日本のジャーナリズムも中東に関連する報道に重

点をおくようになった。書籍やニュースを通してイスラーム世界に関する情

報はこれまでになく多く伝えられ、メディアによって媒介されるイスラーム

世界はますます身近になりつつある。

　これまでイスラームとメディアに関する研究といえば、E.サイードの『イ

スラーム報道』に代表されるように、欧米のメディアにおけるイスラームや

中東に関する表象を「オリエンタリズム」として指摘したものが多かった1。

確かに、オリエンタリズムという概念は、中東世界が「西洋」によっていか

に他者化され、言説として構築されてきたかを示唆する重要な概念である。

しかしながら、イギリスの中東地域研究者、ハリデイが指摘するように、サ

イードは中東について語られるディスクールに焦点をあてたが、中東社会そ

れ自体を分析するにあたっての有効な知的枠組みを提示したわけではなかっ

た（Halliday 2003：195－202）。換言すれば、オリエンタリズムという静的

な概念で、激しく変化する中東社会の現状を分析し、明らかにするには限界

1 Edward W. Said（1981）Covering Islam: how the media and the experts determine 
how we see the rest of the world. London: Routledge & Kegan Paul, Elizabeth Pool 
（2002）Reporting Islam. London: I.B. Tauris, Saba Amanuel（1996）“Frauenfeind Is-
lam? Wie die Frauenzeitschrift Brigitte an Klischees weiterstrickt” in Baerbel Röben 
& Cornelia Wilss（eds.）Verwaschen und Verschwommen: Fremde Frauenwelten in 
der Medienなど。
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がある。現在、メディアを研究する者に求められていることは、中東がどの

ように表象されてきたかという視点を超えて、政治、経済、社会的に変化の

只中にある中東社会の動向に、メディアがどのような影響を与えているかを

把握することではないだろうか。

　これまで「西洋」のマス･メディアによって意味づけされ、規定される対

象であった中東社会は、衛星放送やインターネットなどメディアテクノロジ

ーの果実を取り込み、自らの情報発信にも余念がない2。中東諸国でテレビ

放送が導入されたのは1950年代から60年代にかけてであり、放送の歴史は決

して短くはない。しかし、中東の多くの国々では長い間、放送メディアが国

家によって独占されてきた。放送メディアは「国家開発の手段」として位置

づけられ、メディアと社会の関係性や、メディアの社会的影響を扱う研究は

限定的であった。

　中東諸国におけるメディアをめぐる状況に大きな転機が訪れたのは90年代

以降のことである。トルコなど一部の国で民間放送が始まり、衛星放送も湾

岸戦争をきっかけに一気に普及した。こういった現状に鑑み、メディアやコ

ミュニケーションの視点から、中東社会をとらえていこうとする研究が徐々

に増えつつある。メディア・コミュニケーション研究関連の学術誌において、

中東地域におけるメディア、あるいはイスラームとコミュニケーションにつ

いて特集号が組まれる3など、多様化するメディアやコミュニケーションの

環境が生み出す中東社会のダイナミクスの分析に研究者らの関心が集まって

きている4。

　本稿ではトルコにおけるイスラーム復興現象を、マス・メディアを通して

考察することにより、変化していく中東社会の一側面を描き出す。現在、世

界各地におけるイスラーム復興の動きが注目されている。トルコにおいては

80年代末から、イスラーム復興の動きが顕著となった。96年になると、親イ

スラーム政党の福祉党と正道党（DYP）による連合政権が誕生した。2002

年11月の総選挙では親イスラーム政党の流れをくむ公正発展党（AKP）が
2 中東地域全般のマス・メディア状況については Jon B. Alterman （1998）を参照のこと。
3 例としてGazette: the International Journal for Communication Studies Vol. 63 No.2-3 
（2001）、Media, Culture and Society Vol.15 No. 1 （1993）（特集号Mediated Culture in 
the Middle East）などがある。
4 例として、D.F.アイケルマン・J.W.アンダーソン編集によるNew Media in the Muslim World
（1999）を挙げることができる。本書は中東・アジア地域を専門とする政治学者、人類学者がメディ
ア・コミュニケーションの観点からイスラーム世界を調査研究した成果をまとめた論文集である。
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地すべり的勝利によって政権を獲得し、イスラーム復興のうねりはさらなる

広がりをみせている。

　もちろん、トルコにおけるイスラーム復興は歴史、政治、経済、社会、文

化など様々な要因によって台頭してきた現象であり、特定のファクターのみ

に還元できるものではない。それゆえに、イスラーム復興現象の背後にある

多様なファクターを接合し、社会に対して媒介していくというマス・メディ

アの役割は決して小さくはない。イスラーム復興の潮流が形成されていった

過程を、トルコにおけるマス・メディアの発展、とりわけイスラーム系メデ

ィアの果たした役割に注目し、明らかにしていくことが本稿の主題である。

　筆者がトルコにおけるイスラーム復興とメディアの役割を考察しようとし

たきっかけは、1999年から2001年にかけてトルコ南東部のガジアンテップ市

において行ったフィールドワークであった。調査時のインフォーマントの多

くはトルコ東部からガジアンテップ市に移住してきた人々であり、彼らは都

市中心部をドーナツ状に囲む「ケナール･マハレ（kenar mahalle）」（周縁の

コミュニティ）と呼ばれる低所得者コミュティに暮らしている。若い女性の

多くは小学校卒業後、結婚までの間、家事手伝いに従事する。家事手伝いを

する若い女性はエヴ･クズ（ev kızı）と呼ばれ、トルコ社会のなかでは一般

的に政治的関心などない「無知な集団」と考えられている。多くのエヴ･ク

ズは自宅のあるコミュニティの外に出ることは稀で、一日の大半を自宅や近

所で過ごしている。しかしながら、彼女たちの日常生活を観察していると、

エヴ・クズは結婚や近所の噂だけではなく、イスラームのあり方やクルド問

題などにも関心を示すなど、政治化された姿が目立った。特にイスラーム復

興にシンパシーを寄せるエヴ・クズのメディア行動には、家庭でテレビを視

聴する際に、イスラーム系のチャンネルを積極的に選択するなどの特徴がみ

られた。

　こうした女性の多くはテュルバンと呼ばれるスカーフで頭部を覆い、外出

時には体のラインを隠すために長いコートを着用する5。このように女性の
5 ムスリム社会におけるスカーフ着用の形態は多様である。特に村落部では宗教を意識
せず、慣習的にスカーフを着用する場合もある。一方で、イスラーム復興を支持する女
性はスカーフとコートを着用する場合が多い。中東社会におけるスカーフやヴェールの
着用についてはNancy Lindisfarne-Tapper and Bruce Ingham（eds.）（1997）Language 
of Dress in the Middle East. Richmond: CurzonおよびElizabeth Özdalga（1998）The 
Veiling Issue, Official Secularism and Popular Islam in Modern Turkey. Surrey: Cur-
zonなどを参照のこと。
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場合はファッションによってイスラーム復興へのスタンスを推し量ることが

できる。イスラーム系メディアを媒介項として若い女性がイスラーム復興に

親近感を持ち、自らもイスラーム･アイデンティティを受容していくという

現象を筆者は目の当たりにした。その結果、人々の意識形成に影響を与える

イスラーム系メディアの生成過程とその社会的影響について関心を持つに至

った。

　ただし、若い女性によるイスラーム系チャンネルの視聴が、イスラーム復

興運動に直結していると考えるのは早計であろう。テレビの視聴と彼女たち

の復興運動へのシンパシーを因果関係によって捉えるには、前述したように

政治や文化、経済、歴史といった多様なファクターを考慮に入れる必要があ

る。

　本稿はフィールドでの知見を出発点とするが、イスラーム系メディアが視

聴者にどのように受容されているのかというミクロな視点にとらわれるので

はなく、イスラーム系メディアが構成されていく過程および、その社会的影

響といったマクロな視点に重点を置く。

　トルコにおけるイスラーム系メディアについて言及した研究は既にいくつ

か存在するが、マス・メディアの背後にある政治動向や、マス・メディアを

支える資本について十分には論じられていない6。トルコ社会の政治的変動、

経済における規制緩和政策によって90年代以降に登場したテレビの民間放送

は、それまで国営放送によって独占されてきた言説空間を相対化させた。と

りわけイスラーム系放送メディアの登場は、国家によってコントロールされ

てきた世俗主義的な言説空間にかわって、「イスラームを語る場」としてオ

ルタナティブな言説が流通する空間をつくりだした。そうした空間は、ナシ

ョナル・イデオロギーとして喧伝された世俗主義から疎外されていた人々が

対抗的アイデンティティを持つ上で大きな磁場として働いたことはいうまで

もない。「トルコにおける政治的変化」「マス・メディアの発展と多様化」「イ

スラーム系メディアを支えるイスラーム系資本」という三つの視点から、本

稿はイスラーム復興においてマス･メディアが担った役割を検証していく。

6 トルコにおける民間放送、イスラーム系メディアを扱った主な研究としては、Aksoy 
& Robins（1997）, Öncü（1994）（2000）, ahin & Aksoy（1993）, Binark & Celikan （2000）
などがある。
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１．トルコにおけるイスラーム復興の台頭とその背景（政治的変化）

1_1　世俗主義の伝統とイスラーム　

　トルコでは1923年、ムスタファ・ケマル（アタテュルク）が共和国設立を

宣言し、600年以上にわたったオスマン帝国の統治は幕を閉じた。新たな共

和国体制のもとでは、アタテュルクによって近代的国家建設に向けた大々的

な諸改革が行われた。なかでも、イスラーム教と政治の分離、つまり「ライ

クリッキ（laiklik）」と呼ばれる国家の原則が、共和国における政治統治の

骨子とされてきた7。その他、カリフ制、イスラーム教育を行うマドラサ、

イスラーム法廷の廃止、タリーカ（イスラーム教の教団組織）・テッケ（修

道場）の閉鎖、文字改革、西洋法の導入などが行われ、これらは近代的国家

を形成していくうえで重要な改革と位置づけられた。

　建国期の一連の改革において顕著な点は、イスラームに関連するシンボル

や実践を公的な空間から排除したことであった（Göle 2000: 23）。近代的国
家の建設を目指す共和国にとって、イスラームはオスマン帝国時代を象徴す

る「負の」遺産であり、政府はイスラームを公の空間から排除することを通

して、国家の近代化を図ろうとした。共和国初期における近代化政策とは、

西洋化であり、「脱亜入欧」を目指すものであった（Berkes 1998: 463-465）。

西洋化を志向するトルコにおいてイスラームは、近代化の障害物とみなされ

た8。

　建国期以来、徹底してきた世俗化、西洋化の流れは現在のトルコの政治、

社会にも深く根付いている。しかしながら、人々の生活に密接に結びついて

きたイスラーム、政府が意図したように、人々の生活世界から消えてなくな

ることはなかった。公の場から駆逐されたイスラームは私的空間において実

践され続けいった9。

7 1928年に憲法から「トルコ国家の宗教はイスラームである」という条項が取り除かれ、
1937年には憲法において修正条項としてトルコ国家が世俗的（ライック＜laik＞）であ
ることが記された。（Shankland 1999: 19）
8 西洋化、世俗化は共和国設立以前のオスマン帝国期末期から徐々に始まった動きであ
り、共和国期以降、突如として始まった動きではない。
9 村落部における世俗主義の受容状況についてはR. Tapper & N. Tapper（1987） “Thanks  
God! We are secular!” Capaln, L.（ed.）Studies in Religious Fundamentalism. London: 
Macmillanおよび Shankland（1999）,p. 33を参照のこと。
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　建国の父、アタテュルクが1938年に世を去ると、徹底されてきた世俗化政

策にも徐々に変化の兆しがみえるようになる。世俗主義という国是を頑なに

守る方針について、変わりはなかったが、第二代大統領に就任したイスメッ

ト・イノニュは政権を握るや、民衆の支持をとりつけるため、アタテュルク

時代に積極的に制限してきたイスラームへの締め付けを徐々に緩和していっ

た（Shankland 1999:35）。世俗化政策とイスラーム融和策の「パラレルな世界」

の共存（Shankland 1999:33）と表現されるように、共和国は一方で、国家

的行事や儀礼、教育を通して世俗主義を推し進め、他方では国民の政治的支

持を得るためにイスラームに対して融和的な態度をとってきた。政治の表舞

台では世俗主義の原則を死守しつつも、イスラームに対する融和的政策を展

開することで、国民感情とのバランスを保つという二重構造は、50年代から

70年代のトルコ政治にみられる典型的な構図といえる。

1-2　イスラーム復興運動の興隆

　トルコでは共和国設立以降、世俗化政策が推し進められ、イスラームは公

的空間から排除されていった。しかし、政府によって禁止され、公の場から

消え去ったかにみえたタリーカは地下活動として存続していった。

　建国から40年代後半まで世俗主義を推進する共和国人民党（CHP）によ

る事実上の一党独裁が続き、厳格な政教分離が実践されてきた。1946年にな

り政党結成の自由が認められたことをきっかけに、50年代以降、本格的な複

数政党制政治に移行し、イスラームに対する融和策が次々に打ち出される。

　具体的にはアザーン（礼拝の時間を告げる呼びかけ）のアラビア語化、宗

教教育の場の拡大、国営ラジオにおける宗教番組の解禁などである（澤江

2001 :258）。このように50年代以降のトルコにおいて、これまで近代化の障

害とみなされてきたイスラームが徐々に復権していった。ただし、イスラー

ム融和策はあくまでもライクリッキ（世俗主義）の範囲内における、イスラ

ームへの譲歩でもあった。また、こうした政策が実現されていった背景には、

多党制という政治的枠組みのなかで国民の支持を得ようとする諸政党の意図

もあった。新たに設立された諸政党は、非合法化されたタリーカと公然と連

携することで政治的な勢力を獲得した。同時に、地下組織化していたタリー

カも合法政党との協力関係を結ぶことによって、社会的、政治的影響力を取

り戻していく。
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　以上、1950年代以降のトルコは世俗主義を積極的に推進する一方で、イス

ラーム復興の土壌が政府や諸政党によってつくりだされるという政治的矛盾

を抱えてきたことを明らかにした。では、イスラーム復興とはどのような現

象を指すのだろうか。概念について手短に整理しておきたい。　

　ニュース報道等においては、イスラーム復興は時としてイスラーム原理主

義と混同され戦闘的なイメージによって伝えられることも多い。しかし、地

域研究やイスラーム社会研究では、戦闘性のイメージと結びついた原理主義

は、現在のイスラームをめぐる状況を巧く反映していないことから、原理主

義にかわる用語として「イスラーム復興運動」という概念が一般的に使われ

ている（小杉1994: 143-144）。

　イスラーム復興運動研究の日本における先駆者である小杉はイスラーム復

興運動を「イスラーム覚醒」という個人レベルでの生活のイスラーム化が社

会レベルで、集団的に実践されることとして定義している（小杉 1994: 

145-146）。また社会人類学学者の大塚は「イスラーム復興とは生活の中でイ

スラーム的と認識される象徴や行為が以前よりも顕在化し、ムスリムの生き

方のさまざまな側面により影響を及ぼすようになる現象を指し、急進的なイ

スラーム主義運動のみならず、それ以外の穏健な宗教復興の諸潮流も包摂す

るものである（大塚 2000:130）」と捉えている。

　これらの定義にもみられるようにイスラーム復興は必ずしも政治的活動に

は限定されない。また、「イスラーム復興を完遂するためにはイスラーム国

家の建設が不可欠との思想」（小杉 1994: 147）を伴う「イスラーム復興主義」

「イスラーム主義」といった政治的イデオロギーとは区別されるものである

（大塚 2000: 130）。

　トルコでは1970年代以降、親イスラームの立場をとる政党が設立され、国

会にあたる大国民議会でも議席を有し、連立政権を構成してきた10。70年代

における親イスラーム政党の躍進の背景には、世界やトルコを取り巻く時代

のイデオロギー状況も大きく関連している。60年代から70年代にかけてのト

ルコでは、都市化が進むとともに社会格差が拡大、政治的には左翼・右翼の

対立が激化し、社会は不安定化していた。そうした社会状況の下、政府は共

産主義勢力を抑制するための手段として、イスラームを政治的に利用してき

10 国民救済党と福祉党は各々、1973から80年、91年から98年にかけて議席を有した。（澤
江 2001: 265）（Shankland 1999: 88）
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た。これらは、その後のトルコ政治においてイスラームのプレゼンスをます

ます実体化させるという結果を生む大きな要因ともなった。

　80年から83年の軍部による政治介入により、国会は解散し、既存の政党は

解党、多くの政治家が政治活動を禁じられた。70年代に結成された親イスラ

ーム政党もまた、非合法化された。このように軍事クーデタにより80年代以

前の政治は一旦、断絶された。しかし、政治が再び民政に移管された83年に

は、軍政によって解党された親イスラーム政党の流れを汲む福祉党が設立さ

れ、80年代以降のイスラーム復興の流れを形づくっていく。さらに福祉党は

96年間から一年間、大国民議会における第一党として連立政権を構成した。

　70年代以降に結成された一連の親イスラーム政党はトルコにおけるイスラ

ーム復興の中核をなす組織である。ただし、イスラーム法の導入やイスラー

ム国家の設立といった「イスラーム主義」に立脚する政策を明示的にうちだ

してはいない（澤江 2001: 252-253）11点に、世俗主義に鑑みた党のスタンス

が現れている。それにもかかわらず、親イスラーム政党は世俗主義に反する

として、時として軍部からの圧力を受け、非合法化されてきた。しかし、イ

スラーム復興の流れは着実に新たに誕生した政党へと受け継がれ、世俗主義

政治システムのなかに一定の地位を築いていった12。

1-3　イスラーム復興の政治的、社会的背景：80年代以降

　世俗主義を国是として推進する一方で、時としてイスラームへの譲歩やイ

スラーム組織を政治的に利用するという政府や諸政党による70年代までの方

針は、イスラーム復興が政治の舞台で実体化していく上での基盤を形づくっ

た。トルコにおける政治とイスラーム（宗教）の関係は、純粋に政教分離を

実施していくというのではなく、むしろ政府がイスラームを積極的にコント

ロールする点に特徴がみられる13。この傾向は80年代以降より顕著になって

いく。

　軍部は世俗主義の守護者を自任し、度々、政治に介入してきたが、三度目

の介入にあたる80年から83年の軍政期間には、左派と右派に二極化し、闘争

の絶えなかったトルコ社会を正常化するため、軍自らがイスラームに対する
11 福祉党の政策、歴史観については澤江（2001）を参照。
12 Nilüfer Göle （1997）“Secularism and Islamism in Turkey: The Making of Elites and 
Counter elites”Middle East Journal Vol.51 No.1 p.47
13 内藤はトルコの政教分離の特徴を「官製イスラーム」として表現している。内藤（1996）
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規制を弱めていった。具体的にはコーランを学習するためのコースの新設、

公教育における宗教教育の義務化、イマーム（説教師）の増員などである。

軍の狙いは、イスラーム的要素を取り込むことによって混乱したトルコ社会

の一体性を取り戻すことを意図するものであった（Yavuz 1997: 67）。軍に

よる方針転換は、「イスラームと国家イデオロギーの融合」と表現されるよ

うに、イスラームはトルコ社会を安定化させ、統合していく際のシンボルと

して活用された14。

　イスラームの制度的拡充は民政に移管した83年以降、政権を握った祖国党

（ANAP）によっても推進された。91年まで続いた祖国党政権において首相、

大統領を務めたオザル（大統領在任期間：1989̶93年）は、リベラルかつ、

保守的な政策を展開する。トルコ経済の活発化に向けて規制緩和を行い、輸

出志向型経済を促進する一方、ムスリムとしてのアイデンティティを重視し

た政策を打ち出した。オザル自身、タリーカのひとつであるナクシュベンデ

ィ教団と密接な関係にあった人物である。50年代から70年代にみられたよう

にタリーカは特定の政党と協力関係を結び、政党の保護を受けるというよう

に、政党とタリーカは持ちつ持たれつの関係を築いていった（Ahmad 

1988:765）。祖国党政権による自由主義経済政策は、中小企業を活性化させ、

後に詳述するイスラーム系資本が形成される契機ともなった。

　これら一連の帰結として、イスラームに関連した様々な活動が活発化して

いった。例えば、モスクの増加、宗教教育を実践する公立、私立教育機関の

増設、ヴェールを被る女性の増加、イスラーム系の活字メディアの活発化な

どである。イスラーム系のメディアについては後に詳しくとりあげるが、80

年代にはイスラーム関連の団体が発行する様々な雑誌、新聞が存在した。イ

スラーム復興は目に見える現象として姿を現し、これまで周縁化されてきた

イスラーム・アイデンティティが社会のなかで顕在化していった。ただ、こ

れらは一定のサークル内に向けられた閉じたメディアであり、後に台頭する

放送メディアのような広範な社会的影響力を持つまでには至らなかった。

　95年12月の総選挙では、福祉党が躍進し、96年６月には連合政権による親

イスラーム政権が誕生した。これによりトルコにおけるイスラーム復興は政

治的に実体化する。福祉党の台頭には様々な理由が考えられるが、トルコ社

14 Yavuz（1997）, p.70, F.Ahmad（1988）, p.762. 
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会の政治的、社会的変化にその主な原因を求めることができるだろう。政治

的な要因としては、93年、オザル大統領の急死後、祖国党の主導権を握った

メスット・ユルマズによる政策転換をあげることができる。これまでの祖国

党は、オザルが自身を「ムスリムであり、かつモダン」（Göle1996b:32）と
表現したように、リベラルエコノミーを推進する一方で、ムスリムとしての

アイデンティティを尊重する政策を打ち出してきた。それによりイスラーム

復興を支持する層や保守派から幅広い支持を受けた。しかし、後任のユルマ

ズはオザルと比べ、世俗主義的な方向に転じたため、党員や党支持者の間に

亀裂が走り、祖国党は保守派の支持者を失うという事態に陥った（Göle 
1996b: 32）。

　イスラーム復興を近代化への反響として捉えるトルコの社会学者ギョレ

は、祖国党の自由主義経済政策には構造的な矛盾があり、遅かれ早かれ支持

を失う状況にあったと指摘する（Göle 1996b: 32）。自由主義経済は経済を活
性化させる一方で、すでに存在していた社会的格差や不平等、不公正な社会

状況をさらに深化させるという帰結をもたらした。トルコでは農村から都市

への移住が50年代末以来恒常的に続いており、農村から都市へ移住した人々

の貧困が80年代には社会問題化していた。しかし、祖国党は厳然と存在する

階層間の格差や社会的不公正に対する処方箋を示すことはできなかった。

　祖国党にかわり、保守派やイスラーム復興を支持する人々が支持を寄せた

のが、親イスラームの立場をとる福祉党であった。福祉党は汚職のないクリ

ーンな政治、「公正な体制」（Adil Düzen）をスローガンとして打ち出し、広
範な支持を集めていった。大都市の貧困層が居住するコミュニティでは、国

や既存の政党が提供しないような福祉サービスを提供し、支持者のネットワ

ークを拡大したことも福祉党が躍進した理由でもある15。

　国政レベルのみならず、市町村においても福祉党の長が相次ぎ誕生した。

福祉党の躍進に対し、大統領、軍幹部、主要大臣らによって構成される国家

安全保障会議（Milli Güvenlik Kurulu）は危機感を抱いていた。97年2月末

に開催された当会議では、福祉党を国是に反する危険分子とし、国家による

宗教管理体制を引き締めなおす必要性があることが決議された（澤江 2001: 

268）。これ以降、国家による福祉党への弾圧が本格化し、98年1月、憲法裁

15 福祉党の政策、党方針、歴史観などに詳細については澤江（2001）を参照のこと。
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判所は福祉党に対して世俗主義の原則に反するとして解党を命じた。しかし、

解党によって即ちイスラーム復興の流れが抑制されるわけではなかった。解

党した福祉党は直後に名称を変更し、美徳党として再出発し、さらに美徳党

の流れを汲む公正発展党は02年の総選挙において圧勝を収めた。

　福祉党解党命令という事態は、トルコが国家として世俗主義を死守してい

くことを諸外国に強く印象づけた。一方、国内の状況をみると、世俗主義を

支持する層とイスラーム復興を支持する層の間に存在する溝を再確認させ、

両者が二極化するきっかけを作ったのだった（Cizre-Sakallıolu and Yeldan 

2000: 502）。

２．マス・メディアの発展と文化的イデオロオギーの変遷

　トルコにおけるマス・メディアをめぐる状況は過去十数年の間に大きく変

化してきた。ここではトルコのマス・メディアの発展を三つの段階に区分し

てみていく。第一の段階としては、放送メディアが国営放送のみであった80

年代までの時代。民放によるテレビ放送が始まり、イスラーム系チャンネル

の放送が開始され、メディアが多様化した90年代前半を第二段階と位置づけ

る。第三段階はメディア･セクターが拡大していくなかで寡占化が進んだ90

年代後半からの現在までの期間だ。以上の三段階区分のうち、第一および第

二の段階に注目し、メディアの発展や民放の参入とともに、マス･メディア

に表象される文化的イデオロギーの変遷していった過程を明らかにする。

2-1　マス・メディアとケマリズム

　テレビ放送がトルコにおいてはじまったのは1968年である。運営機関であ

るTRT（「トルコ･ラジオ･テレビ協会」Türkiye Radyo ve Televizyon Ku-

rumu）が1964年に設立され、今日に至るまで公共放送を運営している16。

TRTは、建国以来、推進されてきたケマリズム、つまり、「世俗的」「近代的」

「西洋的」トルコ社会を創造していく上でけん引役としての役割を担ってき

た（Aksoy and Robins 1997: 1942）。L.パイ、W.シュラムらの近代化とコミ

ュニケーションモデルに典型的にみられるマス･メディアを通した近代化、

西洋化がトルコにおいてもTRTを介して積極的に推進されてきた17。

　1984年にはカラー化、86年にはTRT第二チャンネルの開始、89年には
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TRT第三チャンネルが設置された。このように30余年にわたって国営放送

の独占が続き、マス･メディアは国家開発、発展のための手段として位置づ

けられてきた。TRTは文化、政治の中央集権化を図り（Aksoy and Robins: 

1942）、「公式文化の普及」（Aksoy & Robins: 1940）を進めて来た。初期の

放送内容は、国家行事の中継、トルコ近代史に関するドキュメンタリー、政

府の発表を中心としたニュースなど、国民国家の「想像」を促すようなもの

が多い。

　このようにトルコのナショナル･アイデンティティはTRTというメディア

を媒介して新たに創出されてきたのだった。新たなトルコ・アイデンティテ

ィからは、イスラーム、アラブ的な要素が排除され、オスマン･トルコ期以

前のトルコを「純粋なトルコ」として再構成する「伝統の発見」18が行われた。

つまり、新生トルコが近代化の障害とみなしてきたオスマン期と歴史的、文

化的に遮断することにより、新たなナショナル・アイデンティティのあり方

を操作し、創出してきたといえる。

　放送開始当初、放送は数時間に限られていたが、放送時間の増加にともな

い、ソフト不足という状況に陥る。80年代半ばには番組の半分以上を外国輸

入番組が占めるようになった（Öncü 2000: 301）。しかし、トルコでは他の
第三世界にみられたように、外国輸入番組過多の状況に対して、それをメデ

ィア帝国主義として糾弾されることはなかった。むしろ、TRTは欧米から

の映画輸入を積極的に行ってきた。それは、西洋化を志向するトルコにとっ

ては不都合なことではなく、国民を「西洋化」「近代化」していくうえでは

16 1964年に設立されたTRTは1961年施行憲法の第121条において、独立した国家機関で
あると規定され、ラジオ･テレビ放送は国家が独占するが、独立組織によって運営され
ると規定されている。本放送が開始されたのは68年 である。80年代の初めにはトルコ
の総人口の８割が放送を受信できる状態となった（Aksoy & Robins 1997:1941）。TRTは、
60年代から70年代初頭までは、比較的、政府に対して自律的な立場を保つことができた
が（Sahin 1979）、1972年の憲法修正においてTRTの独立性は、「半独立的」であると変
更された（Aksoy & Avcı 1992: 40）。したがってTRTは制度上、公共放送の性格を部分
的には有するが、組織の運営、放送内容すべてにおいて政府の影響を強く受けてきた。
このことから、実際のTRTは公共放送というよりも、国営放送に近い性格をもつ。cf. 
Haluk Sahin （1979） “Broadcasting Autonomy in Turkey: Its Rise and Fall- 1961-1971” 
Journalism Quarterly （1979）: 395-400.
17 L.W. Pye（ed.）（1967）Communication and Political Development. Princeton, N.J.: 
Princeton University Press.
18 E.ホブスボウム、T.レンジャー編（1992）『創られた伝統』、前川啓治、梶原景昭他訳。
紀伊国屋書店。
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好ましいものと考えられた。但し、アメリカ、ヨーロッパからの輸入映画は

すべて「標準」トルコ語に吹き替えられた。そのことから輸入映画とはいえ、

ある意味でトルコ化された放送内容であった点も否めない（Öncü 2000: 
302）。

　それでは、TRTの放送にみられるように、国家によって公式化された国

民文化は、トルコ社会を覆い尽くすことに成功したのだろうか。アクソイと

ロビンズが「本来、多様で複雑であったトルコの文化的アイデンティティは

『公式』の文化的理想の名のもと、否定された（Aksoy & Robins 

1997:1942）」と述べているように、公式文化の向こうには「現実」の文化が

存在し、「公式」文化と「現実」文化は乖離したまま、いわば「中心」と「周

縁」として並存してきた19。

　つまり、TRTの放送によって「中心」である「公式文化」が媒介される

一方で、「周縁」は「中心化」されることなく、「公式」メディアの外で「現

実」文化として創造され、維持されていった。TRTの推進する公式文化か

ら疎外されつつも、トルコ社会のなかで公式文化と並存し、民衆から支持さ

れていった「現実」文化の例として、映画、音楽などを例としてあげること

ができる（Aksoy and Robins 1997:1943-1944）。1940年代からトルコでは映

画産業が盛んであり、全盛期の70年代には全国に3000の映画館が存在し、年

間200本の映画が製作されていた。「イェシルチャム」と呼ばれる映画産業関

連の事務所が集中していたイスタンブルの街路の名称から、トルコ産の映画

は「イェシルチャム」と呼称されてきた。これらのトルコ映画はTRTの媒

介する公式文化とは対照的に、「センセーショナル、感情的、メロドラマ的」

な内容で民衆の感情に訴えた。しかし、TRTで「現実」文化が反映された

イェシルチャム映画が放映されることはごく稀であり、TRTではむしろ欧

米からの輸入映画の放映がさかんであった（Aksoy and Robins 1997: 1943）。

　次に音楽であるが、1920年代にはトルコ国立音楽院の東洋音楽部門が廃止

され、政府は建国初期から、新しい「国民文化」にふさわしい「トルコ音楽」
19 Aksoy & Robins （1997）, p.1944。トルコにおける「中心」「周縁」概念の詳細はerif 
Mardin（1980） “Centre-Periphery as a Concept for the Study of the Social Transfor-
mation in Turkey” in R.D. Grillo （ed.） Nation and State in Europe: Anthropological 
Perspective. London: Academic Press. を参照のこと。
20 トルコにおけるラジオ放送の開始は1927年である。しかしながら、TRTが設立される
1961年までは放送制度を規定する法律は存在しなかった（Aksoy & Avcı 1992: 39）。
トルコにおけるラジオ発展に関する詳細は、Ece Algan（2003）
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を模索していた。TRTの初期のラジオ放送20は西洋のクラシック音楽が大半

を占めていたが、それは、西洋志向的な文化政策の表れのひとつでもある21。

一方、民衆の圧倒的な支持を受けてきたのは「アラベスク」と呼ばれるジャ

ンルの音楽である。アラベスクは60年代以降、都市化の進んだトルコ社会に

おいて農村を離れ、ゲジェコンドｳと呼ばれる都市の貧民街で生活する「周

縁化」された人々の声を代弁する民衆音楽である。アラベスクには人生の悲

哀、都市生活における疎外感や哀愁、故郷への思いが歌いこまれ、現在でも

広く民衆に支持されている22。しかしながら、公式文化に照らしあわせれば、

アラベスクのような民衆音楽は、「遅れた」「反近代的」な音楽とみなされ、

TRTにおいて放送されることはあまりなかった。アラベスクは、拡大する

階層格差、都市への移住といったトルコの社会、経済的にも深刻な問題が歌

われることから、政府によって「トルコの一体性」が損なわれる危険性があ

るとみなされてきたのだった（Stokes 1992: 217）。一方、大衆はカセットテ

ープによってアラベスクを楽しんでいた。

　以上のように映画、音楽いずれにせよ、TRTが媒介する公式文化とは別

に民衆の支持を受けた「現実」文化は創造され続けてきた。しかし、これら

「現実」文化は、TRTによって周縁化され、放送がTRTによって独占されて

いた時代には中心化されることはなかった。

2-2　衛星放送と民間放送の登場

　トルコにおいて民間放送が始まったのは1991年末である。それ以前は、

TRTのみがテレビ放送を行い、放送業界への民間資本の参入は許可されて

いなかった。80年代には自由主義経済政策のもと、国営企業の民営化が推進

されたが、放送は例外とされ、国は独占を廃止しようとはしなかった（Ç
atalba 2000:129）。ただし、CNNやBBCなど外国からの衛星放送を受信す

ることは非合法ではなかった。そこでトルコのマジックボックス社は91年、

ドイツから衛星放送を利用するという法律の抜け穴に眼を付け、トルコに向

けて民間放送「スター１」を開始する23。これによって政府の認可を受けな

いまま、事実上、民放時代の幕開けが突如として到来した。以後、同様に衛

21 Aksoy and Avcı（1992）, p.39
22 アラベスクのもつ政治性、社会性についてはStokes（1992）, M. Stokes（1994）The 
Arabesk Debate: Music and Musicians in Modern Turkeyを参照のこと。
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星を用いてトルコに向けて放送を行う民放が相次ぎ、TRT一色であったト

ルコのテレビ界の構図は、雪崩式に塗り替えられていく24。政府の認可を得

ないまま民放開始から一年を経た92年末にはTRT六チャンネルに加え、民

放六チャンネル体制となった。さらに、大手新聞各社も自前のテレビ局を開

局し、瞬く間に民放が乱立していった。すでに94年には民放四局が視聴率、

広告費とも全体の四分の三を占めるという寡占状況が生まれ、民放開始後、

三、四年の間にメディアセクターが確立するとともに、その構造は激変した25。

　法の網の目を潜り抜け、民放が既成事実化することを当初、政府は黙認し

ていた。しかし、93年4月には、国家による放送の独占を規定する憲法（1982

年施行憲法）133条を引き合いに出し、民放の違法性を主張する。しかしな

がら、事実上存在する民放をいまさら禁止することは現実にそぐわないこと

から、93年7月には133条は修正され、放送局の新たな開局は自由化された。

ただし、憲法上では自由化されたが、政府は民放を放任したわけではなかっ

た。94年4月にはRTÜK法という放送に関する法律が制定され、「ラジオ･テ
レビ高等組織」（以下RTÜK）26によって民間放送局や放送内容を管理、規制

するという方針に転じた。これ以降、新規テレビ局の開局は認可制となり、

RTÜKは常時、放送内容のモニタリングを行うことで、国家のイデオロギー
とは相容れない言論をコントロールしてきた。具体的には、反国家的な言論

や映像、公序良俗に反する事柄などの放送が行われた場合は、RTÜKによっ
て警告が発せられ、逸脱が大きい場合は数日間から数ヶ月間の放映停止措置

が発せられる。放映停止措置は今日でも頻繁に行われ、放映停止している局

の画面には、RTÜKによる放映停止の公布文が静止画像のまま映し出されて
いる。

23 当時の大統領オザルは、衛星を利用したトルコ語による民間放送は違法ではないこと
を明言しており（Akın 2002: 23）、自由主義経済政策を推進してきた大統領は民間放送
の存在に必ずしも反対ではなかった。また、衛星放送によってトルコにおいて初めて民
間放送を行ったマジックボックス社の共同経営者の一人はオザル大統領の子息アフメッ
ト･オザルであった（ahin & Aksoy 1993: 33）。
24 民放各社はヨーロッパやトルコ国内から衛星放送を利用して放送を行った。トルコ国
内であっても、一旦衛星を介せば、その放送は非合法とはならなかった。（Aksoy & 
Robins 1997: 1946）また、ラジオ放送は海賊放送としてすでに80年代から民間ラジオ放
送が行われていた。
25 Öncü（2000）, p.304, 民間放送が参入開始した92年にはTRTの視聴率は25%以下に激減、
広告収入が半減したというデータもある（Aksoy & Robins 1997: 1946）
26 RTÜKの正式名称はRadyo ve Televizyon Üst Kurulu。
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　依然として放送への言論の規制はあるものの、民放はTRTが媒介しなか

った新たな言説空間を確実に創出してきた。では、長年続いたTRTによる

放送の独占後、雨後の筍のごとく乱立していった民放がトルコ社会にもたら

した帰結としてどのようなことが考えられるだろうか。全般的には、以下三

点の影響を挙げることができる。①公式文化が否定してきた「周縁」の中心

化や復権、②公式文化の弱体化、③「公式」文化のもと、タブー視されてき

た政治的、文化的争点の開示である。

　まず、第一点であるが、TRTが放送しようとしなかったイェシルチャム

映画やソープオペラ、あるいはアラベスクの歌手らが登場する歌謡ショーな

どが民放において主流化していった（Aksoy & Robins 1997: 1949）。これま

でTRTによって周縁化されてきた「現実」文化を中心化させていった民放は、

視聴者である国民の心を捉えていった。一方で、TRTの視聴率は民放の浸

透とともに低下し、結果として二点目の「公式文化の弱体化」（Aksoy & 

Robins 1997: 1951）を招いた。三点目は民放の切り開いた最も重要な帰結と

いえるが、それはこれまでタブー視されてきた政治的争点の開示である（

ahin & Aksoy 1993: 36）。トルコにおいては、特に、クルド問題、イスラー

ム主義の台頭などについては、政治的に重要な問題であるにもかかわらず、

民放が出現する以前のメディアにおいては、オープンに議論、報道されてこ

なかった。それはTRTが官製のメディアであり、公式のイデオロギーを喧

伝する役割を担ってきたからである27。

　民間放送は過度に娯楽化する傾向もあるが、一方で視聴者参加型の政治討

論番組、調査報道番組などを通してこれまで議論されることのなかった政治

的争点を国民に媒介していった28。TRTによって放送が独占されていた時代

には、国是に相反する政治的争点は議論されるというよりも、政府の見解に

27 TRTにおいてクルド問題やイスラーム関連のニュースが全く報じられなかったわけで
はない。取り上げられることはあったが、「メディアティック」な部分のみがとりあげ
られ、事の本質が議論されることはほとんどなかった（Aksoy & Robins 1997: 1949）。
281994年末、民放の討論番組『政治の広場（Siyaset Meydanı）』においてクルド問題が
とりあげられた。当番組はトルコにおける人気番組のひとつ（90年には約34%の視聴率）
であり、他局も同様に90年代以前には取り上げられなかったような形で討論されるよう
になった（Barkey & Fuller1998: 132）。但し、チャタルバシュが指摘するようにクルド
問題については政府やTRTと同様に、「トルコの一体性欠く」として厳格に対応する民
間放送局もあり、民間といえども放送局の方針は一様ではない（Çatalba 2000: 140）。
H. J. Barkey and G. E.Fuller（1998）Turkey’s Kurdish Question. Lanham: Rowman 
and Littelefield.
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則った形でしかメディアにおいてとりあげられてこなかった。例えば、政府

は長らく「クルド問題は存在しない」という立場をとり続けてきたが、タブ

ー視されてきたこの問題を、民放が討論番組などで取り上げるなど、90年代

以降には問題の存在が浮き彫りにされていった29。

　民間放送の導入により、イスラームのあり方に対する人々の認識について

も、変化がみられた。これまでイスラームはTRTによって「反近代」「反世

俗主義的」といった否定的なイメージにおいて表象されることが多かった。

それはTRTが国是である世俗主義を放送に反映させてきたことによるもの

である。言い換えれば、TRTはオリエンタリズムを放送のなかに内在化し、

イスラームのイメージを固定してきた。しかし、民放の登場によってTRT

によってこれまで媒介されてきたイスラームに関する「公式」的な見解もま

た解体されていく。ただし、民放が導入されることによって、突如としてそ

れが解体されたのではない。すでに80年代前半からイスラームの実践をめぐ

っては「スカーフ論争」がトルコ社会において耳目を集めており、90年代以

降には、この論争は民放などの討論番組などでも積極的に取り上げられた（G

öle 2000:20）。トルコでは世俗主義に反するとして、公立学校、大学の学生
や教職員、公務員などが公教育や職場においてスカーフによって頭部を覆う

事を禁じている。しかし、80年代以降、イスラーム復興運動が台頭するなか

でイスラーム・アイデンティティの象徴として、意識的にスカーフを被る女

性が増えていった。スカーフを被った女子学生が大学前に大勢集まり、スカ

ーフを被ったまま教育を受けることを求めてデモを行う様子が近年において

も度々、テレビのニュースで伝えられている。民放においてこの問題が、多

様な主張を持つ識者や市井の人々によって討論され、新聞など活字メディア

もとりあげることによって「論争」30はさらに人々の関心を喚起していった。

　このようにTRTによって媒介されてこなかったイスラーム復興の現実が

民放によって既視化された（Öncü 1994: 33）。さらに民放の登場によって、
これまでTRTによって争点化されることのなかったイスラームをめぐる諸
29 クルド問題とマス・メディアをめぐる状況については拙稿「民族意識とマス・メディ
ア－トルコにおける『民主化』とクルド語放送」鶴木眞編『コミュニケーションの政治学』
慶應義塾出版会、2003年を参照のこと。
30 トルコにおけるスカーフ論争についてはE.A. Olson（1985）“Muslim Identity and 
Secularism in Contemporary Turkey: the Headscarf Dispute” Anthropological Quar-
terly No. 58: 161-170お よ びAynur liyasolu（1994）Örtülü Kimlik. Istanbul: Metis 
Yayınları.などを参照。
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問題が、人々の関心を集める争点としてトルコ社会のなかに確固として浮上

したのだった（Öncü 1994: 34）。
　トルコにおける民間放送は局としてイスラーム復興やクルド問題に対して

シンパシーを示してきたわけではない。むしろ、これらの問題や現象を

TRTが行わないような形でとりあげることによって、漠然と存在していた

潜在的な意識が収斂、実体化、既視化するという役割を果たしたといえよう。

３．イスラーム系資本の出現とイスラーム系メディア

　90年代以降のトルコでは放送分野にも民間資本が参入し、言論規制は存在

するものの、制度的にはマス・メディアは多様化した。また、TRTによっ

て放送が独占されてきた時代と比べ、言論状況がかなり多様化してきたこと

については前節で述べた。しかしながら、現在のトルコのメディア状況をみ

ると、メディア市場は国内有数の財閥によって独占される傾向にあり、多様

性が形骸化している点も否めない31。

　メディア産業を所有する財閥の大半は全国紙、テレビ、ラジオ局のほか、

保険業、携帯電話会社、銀行・金融業、出版社などを傘下に持つコングロマ

リットである。「ヒュリエット（Hürriyet）」「ミリエット（Milliyet）」など

の主要全国紙、「カナルD（Kanal D）」などのテレビ局を所有するアイドｳン・

ドアン（Aydın Doan）率いるドアン・グループ（Doan Gurubu）はメデ

ィア産業市場の７割近くを独占している32。

　イスラーム系メディア33が90年代以降、イスラーム復興の流れのなかで本

格的に登場する。それらはイスラーム復興運動を媒介し、体制側に近いメデ
31 近年のトルコにおけるメディアに関する状況（特に新聞）については拙稿「転機に立
つ言論環境－EU加盟めぐる民主化と体制維持のはざまで－」『新聞研究』2002年６月 
No.611を参照のこと。
32 ドアン・グループの総売上げは25億USドル（メディア・セクター以外のセクター含む）
に上る（2002年時点）。所有する全国紙８紙はトルコの全活字メディアにおける広告収
入の66%を占有し、トルコにおける新聞発行部数の約７割を占める。
“Power of the Press Lord,”Time, June 03 2002, “A Turkish Rupert Murdoch,”Econo-
mist, February 14 2002. および L. Dogan Tilic.（2000）“Media Ownership Structure in 
Turkey http://www.cgd.org.tr/yayinlar/MEDIA_OWNERSHIP_STRUCTURE_IN_
TURKEY.doc（閲覧日2004年01月29日）を参照。
33「イスラーム･チャンネル」という呼称は、世俗主義的な立場にたった呼び方であると
して、トルコの社会学者オンジュはあえてムスリム・チャンネル（Muslim channel）と
呼ぶ。このようにイスラーム系メディアの呼称は一様ではない（Öncü 2000:316）。
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ィア･コングロマリットに対して対抗的な言説をつくりだすという役割を果

たしてきた34。イスラーム系メディアとは、親イスラーム政党、タリーカ、

イスラーム諸組織などが発行、運営に直接、間接的に関わるメディアである。

イスラーム系諸組織はすでに70年代から独自の新聞、雑誌を発行してきたが、

90年代以降は、民間放送の合法化にともない、活字メディアのみならず、独

自のテレビ、ラジオ局を開局する団体が目立った。フェトｳラ･ギュレン・ジ

ェマーティのように新聞、雑誌、ラジオ、テレビすべての媒体を持つ団体も

あるが、組織によっては個別の媒体しかもたないものもある。国全体の新聞

発行部数高からみても、イスラーム系新聞の部数の占める割合はそれほど高

くはないが、寡占化が進むトルコのメディア市場において一定のプレゼンス

を有している35。

　イスラーム系メディアは、イスラーム諸組織のメンバーに向けた言論活動

だけではなく、組織の政治、宗教、社会的見解を対外的に示す媒体としての

機能も持つ。90年代以降、民放化が進むなかで、全国放送のイスラーム系チ

ャンネルが幾つも開局し、イスラーム系メディアへのアクセスはより身近に

なっている。活字であれ、放送メディアであれ、イスラーム系メディアはイ

スラーム復興において重要な役割を果たしている。新たなメディアは、世俗

主義的見解が主流を占めるこれまでの言説空間に、イスラームの価値観に則

った対抗的言説空間をつくりだしたからである。活字メディアの場合には識

字の壁、購読者層、流通ルートの確保等の点から、影響力については限定的

であった。それに対して、イスラーム系放送メディアの場合は、活字に比べ

より広範な影響力を有する。

　こうした「イスラーム的」（大塚 2000）言説空間を紡ぎだすイスラーム系

メディアを間接、直接に支えているのが、イスラーム系資本やイスラーム諸

組織である。トルコにおいてイスラーム復興が台頭してきた背景として、世

俗主義を掲げながらもイスラームへの融和策を講じ、時には諸政党がイスラ

ーム組織との連携を図るなどの政治的要因、都市化などの社会的要因があっ

たことについては既に述べた。これらの要因に加えて、トルコのイスラーム

34 Yavuz（1999）, p.585
35 トルコにおける主要紙36紙の総発行部数は447万部。イスラーム系新聞のひとつであ
る「ザマン」の発行部数は40万部、ドアン・グループが発行する「ポスタ」（53.5万部）、
「ヒュリエット」（47万部）、「ミリエット」（29万部）である。（2004年１月25日現在）
http://www.dorduncukuvvetmedya.com（閲覧日　2004年２月８日）
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復興を考える際にイスラーム資本の存在を見逃してはならない36。イスラー

ム系資本はイスラーム系メディアの資金的バックグラウンドとなってきた
37。イスラーム系資本家は、イスラーム系メディアへの資金提供を通して、

世俗主義が主流を占める言説空間に対して、イスラーム的言説空間を拡大し

てきたのだった。

3-1　イスラーム資本とイスラーム・アイデンティティ

　トルコにおけるイスラーム資本の存在は、「オルタナティブな資本主義

（alternative capitalism）」として近年注目を集めている（Tual 2002）（Ö
zcan & Çokgezen 2003）。イスラーム的な価値観に則ったイスラーム経済活
動のトルコにおける始動は、自由主義的経済政策が推し進められた80年代以

降のことであり、90年代以降に本格化した比較的新しい動きである（Özcan 
& Çokgezen 2003: 2069-2070）。
　イスラーム復興は、ともすれば「伝統への回帰」であると捉えられがちで

あるが、トルコにおける復興現象からは回帰を超えた新たな動き、潮流が見

えてくる。それは、経済活動、メディアやテクノロジーの利用といった「現

代的」なものの積極的な取り込みなどにも現れている。換言すれば、イスラ

ーム復興は「反近代」を志向する運動ではなく、イスラーム的価値観と現代

的要素との融合を目指す動きとしての性格を持っている。

　このような傾向が顕著になった背景には、80年代以降の規制緩和などにみ

られる自由主義経済政策が大きく作用している。イスラーム系の資本を下支

えに、世俗主義的エスタブリッシュメントに対する自律的、対抗的な経済活

動やネットワークが形成されていった。「イスラーム化させるには難しいと

思われるような分野、市場においても信仰心の厚い人々のために、もうひと

つの市場が形成された」とトルコのイスラーム復興について多数の著書を持

つジャーナリスト・研究者であるルーシェン・チャクールは述べている（Ç
akır 1990: 301）。ここでいう「もうひとつの市場」とは、これまで世俗主義

的な価値観のもと構成されてきた社会空間に、「イスラーム的」（slami öz）
38なライフスタイルを可能にする新たな市場や社会空間がつくりだされたこ

36 トｳアルによれば、イスラーム資本、宗教的コミュニティ、合法的イスラーム政党等
の存在がイスラーム的空間を支える制度であるとしている （Tual 2002: 92）。
37 Tual （2002）, p.100



イスラーム復興とマス・メディア

－21－

とを意味している。これまで述べてきたイスラーム系メディアのほかに、イ

スラーム系の私立学校や進学予備校、ムスリムのためのリゾートホテルやク

リニック、イスラーム服専門店などが例としてあげられる39。これらは現代

的社会空間において、ムスリムとしての価値観に則った生活やライフスタイ

ルを実践したいという人々の需要を満たすものであると同時に、消費を通し

たムスリム･アイデンティティの追求を可能にしている。これらの「イスラ

ーム的」社会空間は世俗主義的なトルコにおいてムスリム（イスラーム教徒）

としてのアイデンティティを重視する人々にとってオルタナティブな空間を

提供した40。

3-2　イスラーム的空間の創出とイスラーム経済:

　 　世俗主義メインストリームへの対抗と「アナトリア財閥」

　トルコにおいてイスラーム系資本41の活動が本格化したのは90年代以降で

ある。イスラーム経済活動の中心となったのは、地方都市の中小企業経営者

や起業家であった。それまでトルコ経済は、イスタンブルやイズミルといっ

たトルコ西部の発展した大都市を拠点とする財閥や国営企業によって牛耳ら

れてきた。しかし、80年代の規制緩和や自由主義経済政策の流れのなかで、

地方都市の起業家たちは大都市の資本家に対抗する形で、地域を越えた経済

ネットワークをつくりあげていった。その際、起業家らの求心力となったの

が、イスラーム的価値観の尊重と世俗的エスタブリッシュメントへの対抗で

あった（Özcan & Çokgezen 2003） 。
38 Çakır（1990）, p.301
39 イスラーム的価値観に基づく消費文化の形成については、Yael　Navaro-Yashin 
（2002） “The Market for Identities : Secularism, Islamism, Commodities” in Deniz Kan-
diyoti & Aye Saktanber（eds.）Fragments of Culture. London: I.B. Taurisおよび Nilü
fer Göle編（1999）のslamin Yeni Kamusal Yüzleriを参照のこと。
40 イスラーム経済は1930年代、英国の植民地統治下にあったインドのムスリムらによっ
て始動した。イスラーム経済の誕生がムスリムのアイデンティティと密接に結びついた
形で形成されたことが指摘されているように、トルコにおいてもイスラーム経済活動と
イスラーム･アイデンティティの間には強い連関性がある。Timur Kuran（1997）“The 
Genesis of Islamic Economics: A Chapter in the Politics of Muslim Identity”  Social Re-
search, Vol.64, No.2: 301-338.
41 イスラーム系資本はトルコにおいて各々のイデオロギー的立場によって異なる呼称で
呼ばれている。世俗主義的な立場からは「タリーカ資本（tarikat sermayesi）」「緑色資
本（Yeil sermaye）」といった呼称が用いられている。例えば、 Faik Bulut （1999） Ye
il Sermaye Nereye? stanbul: Su Yayınları（『どこへ行く緑色資本？』）では 上記のよ
うな世俗主義に立脚した呼称が用いられている。
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　筆者自身、トルコ、ガジアンテップ市におけるフィールドワーク中には、

地元の起業家や中小企業経営者らが、自身のことを「政府の継子」だと言う

のをよく耳にした42。長年、政府は大都市を中心とした財閥、大企業には財

政支援や政策的優遇を施してきたが、地方には十分な産業育成支援、融資、

補助金の交付が実施されなかったことを指して、地方の起業家たちは皮肉を

込めて、自身の立場を継子に喩えている。こうした起業家たちは、イスタン

ブルなどの大都市の企業家によって構成されるTÜSIAD43に対抗して、MÜ
SIAD44という独自の企業家組織を1990年に設立した。TÜSIADが「大都市」

「大企業」「世俗的」「欧米」志向であるのに対して、MÜSIADは地方都市の

イスラーム的価値観を追求する中小企業経営者らを中心としたビジネス組織

である45。90年代半ばに連合政権をとった親イスラーム政党の福祉党、およ

び福祉党の解党後、その流れを汲んで設立された美徳党とMÜSIADとの協

力関係については多くの識者によって指摘されている46。MÜSIADはイスラ

ーム的な価値観のもと経済活動を行う企業経営者らを束ねるのみならず、政

治におけるイスラーム復興運動の台頭においても一翼を担った。経済におけ

る世俗主義的エスタブリッシュメントであるTÜSIADに対する、MÜSIAD

の対抗心は、親イスラーム政党への支持という形によって、政治における世

俗主義へのアンチテーゼとしても表出された。

　商売やビジネスとイスラーム的価値観の結びつきは一見、矛盾しているよ

うにも思われるが、既に70年代には、サウジアラビアにおいてイスラーム銀

行が設立され、その後湾岸諸国、パキスタン、トルコなどにも普及し、イス

ラーム経済活動は実体化している47。トルコにおけるイスラーム経済活動は

MÜSIADのメンバー 48、アラブ諸国に本拠地を持つイスラーム銀行のトルコ

42 ‘develetin üvey çocukları’（政府の継子）。Gülalp (2002), p. 50において同様の指摘が
見られる。
43 TÜSIADとはTürk Sanayicileri ve adamları Dernei（英語名：The Association of 
Turkish Industrialists and Businessmen）の略称。1971年に設立された民間団体。
44 MÜSIADとはMüstakil Sanayici ve adamları Dernei（英語名：The Association of 
Independent Industrialists and Businessmen）の略称。TÜSIAD、MÜSIAD双方の組織
についての詳細は Aye Bura （1998）を参照。
45 ÖzcanとÇokgezenはMÜSIADの機能として経営者同士のネットワーク、政治的保護、
ビジネス情報の提供を通して企業を立ち上げ、経営を多角的に支援する組織であること
を指摘している。（Özcan & Çokgezen 2003: 2071）
46 Özcan and Çokgezen（2003）, p.2071, Cizre-Sakallıolu（2000）, p.501, Gülalp（2002）, 
p.50。
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法人や「アナトリア財閥」などが主体となっている。「アナトリア財閥」は

主にコンヤなどの地方都市を基盤に複数の業種にわたって事業展開する財閥

で、「アナトリアン・タイガース」とも呼ばれ、80年代末から90年代にかけ

て設立された。アナトリア財閥はイスラーム的価値観と経済活動の結合とい

う点において共通しているが、なかにはタリーカやジェマート49と呼ばれる

イスラーム宗教組織と密接に結びついたものもある。ジェマート組織のフェ

トラギュレン・ジェマーティ（ヌルジュ）による「アスヤ・フィナンス（Asya 

Finans）」や、タリーカであるナクシュベンディ系の「イフラス・ホールデ

ィング（hlas Holding）」などは、ドイツにおけるトルコ系移民の信徒組織

も取り込み、ドイツ、トルコ双方でビジネスを展開し、金融活動を行うトラ

ンスナショナルな財閥である（Özcan & Çokgezen 2003: 2081）。これらのグ
ループはメディア産業も所有し、世論への影響力も有する50。

　ただし、イスラーム系資本と一口にいっても企業、財閥がイスラーム的価

値観をどのように取り込むのかという点については組織によって幅がある。

やや大雑把ではあるが、「経済のためのイスラーム」か「イスラームのため

の経済」51という類型に現されるように、経済活動にイスラーム的価値観を

巧く取り込むケース（オルタナティブ・キャピタリズム52）、イスラーム的

価値観を追求するが故に経済活動においてもイスラームを波及させていこう

とする（モラル・キャピタリズム53）など、経済活動におけるイスラーム的

価値観の位置づけは一様ではない。

　アナトリア財閥などイスラーム系資本の出現は80年代から推進されてきた

47 Özcan and Çokgezen（2003）, p. 2070. 尚、イスラーム経済活動は「イスラーム金融」
（Islamic Bankingの訳語）としても知られる。利息のやりとりを巧妙に避けるなどイス
ラーム教に即した金融、経済活動を指す（「イスラーム金融急拡大」『日本経済新聞』
2003年8月16日）。
48 加盟社数：約3000（Cizre-Sakallıolu and Yeldan 2000: 498）、加盟社の大半は25人以
下の零細企業である（Gülalp 2002: 50）。
49 ジェマートは「タリーカのシャイフ（長）を師と仰ぎ、彼のコーランの注釈書や教説
を通じてイスラームの理解を深めようとするサークル集団」（澤江 2001:258-259）のこと
を指す。
50 これらのグループが所有するテレビ放送はヨーロッパ諸国においても衛星放送され、
各国に在住するトルコ系移民によっても広範に視聴されており、世論の範囲はトルコ国
内に留まらずトランスナショナルな性格を持つ、Ogan（2001）。
51 Bilici（1999）“salm’ın Bronzlaan Yüzü” p. 223 in Nilüfer Göle（ed.）（1999） 
52 Tual（2002）, pp.99-101
53 Tual（2002）, p. 99
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自由主義経済政策や規制緩和の帰結である。国境や地域を股に掛けた商業活

動は、信仰とも融合し、トルコ政府が覆い隠そうと努めていたイスラーム空

間を一気に表出させた。イスラーム系資本やタリーカといった宗教組織を基

盤として発展してきたイスラーム系メディア54は、ムスリム・アイデンティ

ティの結節点として機能している。

3-3　イスラーム系メディア

3-3-1　イスラーム系放送メディアの概要

　イスラーム系メディアが世俗主義体制のトルコにおいて、オルタナティブ

な言説空間をいかに形成してきたのかについて以下、具体的にみていこう。

前述のように本稿では、宗教的組織、イスラーム系政党やイスラーム系資本

の支援を受けるメディアを「イスラーム系メディア」として位置づけている。

一口にイスラーム系メディアと言っても、多種多様なメディアが存在する。

宗教的志向についても、過激派に相当するものからイスラーム的な要素、価

値観を明示的に打ち出さないものもある。媒体の規模や形態についても、不

定期の活字出版物、地方ラジオ局から全国紙、全国ネットのテレビ、ラジオ

局、ヨーロッパ諸国に在住するトルコ系移民に向けての衛星放送を行うメデ

ィアまで非常に幅がある。

　放送メディアが民営化される以前は、活字メディア、カセットテープなど

がイスラーム系メディアのなかでも主流であり、活字メディアがトルコにお

けるイスラーム復興運動において重要な役割を果たしてきたことは指摘され

ている（Tual 2002: 92）（Çakır 1990）。但し、それらは各組織の信徒やそ
れに近い人々の間で流通する場合が多かったことから、メディアの影響力と

しては限定的であった。イスラーム諸組織が90年代以降、放送メディアへと

参入することによって、イスラーム系メディアはより広範なオーディエンス

を獲得し、その影響力の範囲を広げていった。

　イスラーム系のテレビ放送の先駆けとなったのは、1993年に放送を開始し

たTGRT（テーゲーレーテー）である。イスラーム系の新聞「トｳルキイェ（T

ürkiye）」を最大のスポンサーとし、イギリスを拠点に衛星放送を開始した。
TGRTはナクシュベンディというトルコの主要なタリーカが出資するイフラ

54 イスラーム系メディアへのイスラーム系資本からの財政支援については（Tual 
2002:100）において指摘がなされている。
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ス･ホールディングのメディアである。同じくタリーカに準ずるジェマート

組織であるフェトｳラ･ギュレン・ジェマーティは全国放送の「STV」を運

営する。解党命令が下された福祉党と美徳党の半公式的メディアとして知ら

れる全国放送の「カナル７（Kanal 7）」、カーディリー教団系の「メサージ

ュ TV（Mesaj TV）」の以上四局が、イスラーム系メディアの主要放送局で

ある。

3-3-2 イスラーム系メディアのメインストリーム化

　イスラーム系放送メディアの番組は、トルコ最大のメディア財閥、ドアン・

グループといった政府寄りのメディアの番組と比べ、どのような点で違いが

みられるのだろうか。各局それぞれの特色があり一般化することは難しいが、

全般的にいえるのはイスラーム的価値観に配慮して番組を編成している点で

あろう。例えば「カナル７」では神学部教授が視聴者からの宗教に関する日

常的な質問に答える「イスラームと人生」という番組や、アラビア語による

コーランの音読とトルコ語による解説を行う番組が放送されている。また、

トルコ全国の寒村を毎週訪れ、食品や物資を寄付し、その土地に住む人々と

の交流を描く「デニズ・フェネリ（灯台）」はムスリムの共同体や連帯を意

識した番組構成となっている。

　イスラーム系チャンネルのもうひとつの特徴としては放送において使用さ

れる言語や言葉遣いをあげることができる。トルコでは1920年代にアラビア

文字の使用を廃止し、アルファベットによってトルコ語を表記するという文

字改革が行われた。オスマン期に使用されてきたオスマン語はアラビア語や

ペルシャ語の単語を多用したが、共和国以降はそれらの単語が排除され、オ

スマン期以前から使用されていた「純粋な」トルコ語を残し、トルコ語の国

語としての「近代化」が図られた。その際、TRTが放送によって標準トル

コ語を普及させるという役目を負ったのはいうまでもない。

　イスラーム系のチャンネルでは、アラビア語やペルシャ語起源の単語が体

制側のメディアに比べて頻繁に使用されている。また、番組の合間の数分間

を使用して、同一の事柄を表すためにトルコ語とアラビア語起源の単語が二

つ存在する際、アラビア語起源の単語を用いることを推奨するということも

行われている。これらの例は、イスラーム系メディアの世俗主義への対抗的

アイデンティティの明らかな表れとして捉えることができる55。
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　一方、イスラーム系チャンネルであっても一見すると、明示的なイスラー

ム･アイデンティティを打ち出さない局もある。その代表的な存在として

TGRTをあげることができる。放送開始当初、TGRTをはじめとするイスラ

ーム系チャンネルの多くは、プライムタイムに宗教関連番組を放送していた。

しかし、民間放送が乱立するという状況のなかで、宗教番組によって視聴者

を獲得するには限界があった。そこで他局と同様に娯楽・情報番組を放送し、

宗教関連の番組は早朝や昼間の時間などに放送を行うようになった。また、

放送時間の延長に伴い、ソフト不足が深刻化するなかで、比較的安価に供給

できた40、50年代のアメリカ映画が輸入され、イスラーム系チャンネルでも

放送されるようになる（Öncü 2000: 308-309）。視聴者獲得や放映時間延長へ
の対応など、経営を安定させるためドアン・グループのような「メインスト

リームメディア」と類似した番組編成にならざるをえない矛盾を抱える。

　90年代の初頭にイスラーム系放送メディアが放送を開始した当初、世俗主

義を擁護するドアン・グループなどメインストリームメディアはイスラーム

系メディアに対しても寛容な姿勢をとっていた。しかし、96年に親イスラー

ム政党の福祉党と正道党による連合政権が成立すると、イスラーム復興のさ

らなる拡大を恐れたメインストリームメディアはイスラーム系メディアを危

険視するようになっていった。イスラーム復興の台頭を批判するニュースや

世俗主義の擁護をメインストリームメディアは積極的に報じ、台頭するイス

ラーム復興を牽制するような報道姿勢をとった （Mutlu and Celikan 2000: 

5）。放送行政を司るRTÜKによる締め付けもあり、イスラーム系メディアは
放映を続けるためにも、イスラーム色を薄めざるをえない状況に追い込まれ

た。

3-3-3 イスラーム知識人とメディア

　イスラーム系メディアは、主流派メディアによって世俗主義に反するとし

て糾弾され、RTÜKから放映停止処分を受けるなど体制側からの抵抗にあっ
た。そうしたなか、一部のイスラーム系メディアはメインストリーム化して

いったが、大半のイスラーム系メディアは穏健な表現方法をとりつつも、「イ

55 イスラーム系チャンネルのその他の特徴としてはラブシーンやその他、イスラーム系
チャンネルが「西洋の不道徳行為」と判断する要素を排除した放送を行う点である（Ogan 
2001: 122）。
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スラームを語る場」であり続けている。イスラーム系メディアは「イスラー

ム知識人」56とよばれる人々に活躍の舞台を提供し、これら知識人はメディ

アにおいてイスラーム復興を媒介するという役割を担っている（Mandaville 

2001:117）。イスラーム知識人とよばれる人々はメディアに頻繁に登場し、

宗教的見解、政治、社会問題等、多様な問題についてイスラーム的見地から

発言を行う人々のことを指す57。イスラーム復興運動において知識人が果た

す役割の重要性については多くの識者が指摘するところである58。トルコに

おける平均的なイスラーム知識人の横顔について次のような記述がある。「30

歳から50歳までの男性でイスタンブルおよび首都アンカラに在住。地方の市

町村出身で、大学進学のため上京。人文科学あるいは社会科学の学位を一つ

ないし、二つ持つ」（Meeker 1993: 154）。彼らは70年代以降に刊行されてき

たイスラーム系雑誌、出版物を読んで育った世代である。大学教育を受けた

後、主にイスラーム系メディアにおいてコラムを担当、雑誌に連載記事を書

き、書籍を発行することによってイスラーム的意識を高揚させ、イスラーム

コミュニティを宗教的な点で感化してきた。旧世代のイスラーム知識人は宗

教教育を受けた宗教的権威である場合が多かったが、新世代の知識人は世俗

教育を受け、欧米の文学、哲学、思想についても含蓄がある点で異なる。彼

らは欧米の視点に照らし合わせた上で、イスラーム的価値観や実践の持つ正

当性を社会に対して訴えかける（Meeker 1993: 154）。例えば、国立大学の

女子学生がヴェールを被ったまま大学の構内に入ることを政府が禁じている

ことについても、「人権」という欧米の概念を引き合いに出し、政府が死守

する世俗主義の原則に疑問を呈してきた。

　民間放送が開始される以前、イスラーム系知識人の言説は閉鎖的な信徒組

織のコミュニティ内に留まることが多かった。しかし、民間放送の導入によ

って知識人の言説は放送メディアを媒介として公共性を得ている。彼らの活

躍の場はイスラーム系メディアのみならず、メインストリームメディアにお

いてもイスラーム側を代弁するコメンテーターや討論者として登場し、トル
56 イスラーム知識人の呼称をめぐっても様々な議論がある（Meeker 1993）。トルコ語で
は一般的にmüslüman aydın, islamcı aydınと呼ばれる人々をここではイスラーム知識人
とした。
57 このような知識人としてアリ・ブラチ（Ali Bulaç）、イスメット・オゼル（smet Ö
zel）、アブドｳルラフマン・ディリパク（Abdurahman Dilipak）などの名前をミーカー
は挙げている（Meeker 1993: 155）。
58 Çakır（1990）,pp.251-271. Meeker（1993）など。
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コ社会全般においても認知度が高い（Meeker 1993: 156）。

　一方で、イスラーム知識人の言説を受容するオーディンスの存在にも注意

を向ける必要がある。イスラーム復興を支持する人々の大半が貧困層である

とのイメージを外国メディアは流布しているが、実際、イスラーム復興の支

持者は特定の階層には限定されず、階層を越えた動きとして存在する。トル

コでは福祉党などが都市貧困層へのサポートを通して支持を拡大してきてこ

とからも、イスラーム復興における貧困層の存在は重要である。しかし、イ

スラーム知識人と同様に、高等教育を受けたエリート層のなかにも積極的に

イスラーム復興を支持する層が存在することを忘れてはならない。トルコの

社会学者ギョレはイスラーム復興を支持する知識階層に注目し、彼らが志向

するイスラーム的価値観と近代性の接合という点に、アイデンティティの新

たな潮流が派生していることを指摘する59。これらの知識階層はケマリズム

のもと、トルコが推進してきた西洋化・近代化に対して疑義を呈する。ただ

し、彼らは近代性を頭から否定するのではなく、イスラーム的価値観に則っ

た近代性を志向している。そうした志向は、イスラーム系メディアやイスラ

ーム・アイデンティティを重視した経済活動や市場の形成などにも現れている。

おわりに̶媒介されるイスラーム・アイデンティティ̶

　1958年にD.ラーナーらによって著された『伝統社会の通過』においては、

マス・メディアは国家を近代化する上での重要な原動力として位置づけられ

ている60。中東諸国をケーススタディとして、「近代化」を推し進めるため

のコミュニケーションモデルを提示した同書では、トルコを含む中東社会は

必然的に近代化していくものと楽観的に描かれており、それに伴い「伝統」

は消失すると想定されている。

　ラーナーらにみられる直線的な社会の発展を前提とする近代化論が、既に

多くの批判にさらされてきたように61、トルコにおけるマス・メディアの発

展もまた、近代化におけるコミュニケーションモデルの想定とは異なる状況

59 詳細はNilüfer Göle（1996）および （1997） “Secularism and Islamism in Turkey: The 
Making of Elites and Counter-Elites” Middle East Journal Vol. 51 No.1を参照。
60 Daniel Lerner（1958）The Passing of Traditional Society: Modernizing the Middle 
East. New York: Free Press.
61 Annabelle Sreberny（2001）, Thompson（1995）, Curran & Park（2000）
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を辿ってきていることについては、述べてきたとおりである。メディアが社

会を変化させる際の力学は、必ずしも近代化に向けられたものではなく、メ

ディアには近代化論において「伝統」として捉えられてきた要素を強化する

というベクトルも存在する（Thompson 1995: 179, 195）。伝統は近代化によ

って消し去られるものではない。むしろメディアによる伝統の再形成（re-

shaping）という側面にも注意を向けるべきであろう（Thompson 1995: 194）。

　トルコでは、近代化の過程において伝統の象徴であるイスラームを政府が

積極的に公的空間から排除することによって、近代国家に発展していくと想

定されてきた。しかしながら、イスラーム復興運動の興隆に見られる様に、

伝統として捉えられてきたイスラームが消え去ると考えるのは非現実的とい

えよう。イスラーム復興を媒介するというマス・メディアは、いわば伝統を

再創造する場として機能している。

　国営放送であるTRTは公式文化を媒介するメディアとして、イスラーム

を周縁化してきた。しかし、民間放送の興隆は、世俗主義を推進しようとす

る政府やTRTが創り出した言説空間を、相対化させるという結果をもたら

した。民間放送の導入やイスラーム系放送メディアは、世俗主義によって周

縁化されてきたイスラーム･アイデンティティを表象し、「イスラームを語る

場」としてのオルタナティブな言説が流通する空間を創り出したのだった。

こうした新たな言説空間は、世俗主義的エスタブリッシュメントから疎外さ

れてきた人々が対抗的アイデンティティを持つ上での重要な結節点となっ

た。

　アメリカの人類学者で近年、イスラーム社会におけるメディア･コミュニ

ケーションに関する研究を重点的に行っているアイケルマンは、メディアと

共同体の関係について次のように述べている。「テキストや活字は社会的、

政治的アイデンティティを単に反映しているだけではなく、それらのアイデ

ンティティを創造する。書くことや印刷という知的技術は新たな形のコミュ

ニケーションだけではなく、新たな共同体や権威を創り出す（Eickelman 

1995:133）」。ここでアイケルマンは活字メディアに限定した言及を行ってい

るが、新たな共同体を形成するにあたりメディアが果たす役割は、放送メデ

ィアにも敷衍することができるだろう。民間放送の台頭は、これまで活字を

中心とした「テキストの共同体（textual community）」から「オーディオ･

ビジュアルな共同体（audio-visual community）」（Yavuz 1999: 590）が形成
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される契機となった。同様の文脈においてアパデュライもまた、「電子的媒

介（electronic mediation）」によって構築される共同体という概念を提起し

ている（Appadurai 1996:9）。

　トルコにおけるイスラーム系の放送メディアは、世俗主義から疎外されて

きた人々の社会的、政治的アイデンティティを表象すると同時に、アイケル

マンやアパデュライが指摘するようにメディアによって媒介された新たな共

同体を創り出した。筆者がフィールドとしたトルコ南東部の都市の移住者コ

ミュニティで家事手伝いとして暮らす若い女性、エヴ・クズたちが、イスラ

ーム系の放送メディアが報道するパレスチナやチェチェンの紛争といった彼

女たちとはおよそ縁のない世界の出来事に高い関心を抱いていることをみて

も明らかだ。階層や地理的距離、リテラシーの程度を超えて人々のアイデン

ティティを融合させるメディアの役割に関する研究は、イスラーム復興や中

東社会を読み解く最も重要な鍵のひとつとなる。
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